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阪
急
芦
屋
川
駅
は
、
現
在
の
よ
う
な

電
車
と
車
が
立
体
交
差
で
は
な
く
、
踏

切
り
が
設
置
さ
れ
、
電
車
と
車
・
人
が
行

き
来
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
交
通
量
が
増
え
た
た
め
、

昭
和
三
十
四
年
に
高
架
と
な
り
ま
し
た
。

　

駅
の
北
側
に
あ
る
桜
橋
は
、
昭
和
の

初
め
ご
ろ
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
十
三
年
の
阪
神
大
水
害
に
よ
っ
て

壊
れ
ま
し
た
が
、
架
け
か
え
ら
れ
ま
し

た
。　

現
在
の
桜
橋
は
、
昭
和
二
十
二
年

に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

写
真
を
見
る
と
、
芦
屋
川
に
架
か
る

橋
の
上
に
は
阪
急
電
車
の
乗
降
ホ
ー
ム

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
橋
の
東
側
に

は
臨
時
用
の
ホ
ー
ム
が
見
ら
れ
ま
す
。
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写
真
の
周
辺
に
は
、 皿
池 
や

さ
ら
い
け

 
眞 
し
ん 
谷 たに 
池 
い
け

な
ど
農
業
用
水
池
が
あ
り
ま
し
た
。

半
分
を
占
め
る
地
域（
甲
南
宅
地
造
成

地
域
）の
宅
地
造
成
に
伴
っ
て
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
道
路
の
地
下
に
は
、大
正
三

年
に
造
ら
れ
た
、淀
川
の
水
を
神
戸
市

に
送
る
上
水
道
の
送
水
管
が
、埋
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

阪
急
沿
線
に
沿
っ
て
走
る
東
西
の
道

路（
阪
急
芦
屋
川
〜
岩
園
町
）は
、昭
和

三
十
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
岩
園
町
の
南
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写
真
は
阪
急
電
車
と
宮
川
が
交
差
す

る
所
で
す
。
中
央
に
見
え
る
道
路
は
、

海
岸
部
か
ら
宮
川
沿
い
に
北
上
し
、
岩

園
町
、
西
宮
市
内
へ
通
じ
る
道
で
宮
川

線
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
は
、

昭
和
四
年
こ
ろ
か
ら
宅
地
造
成
さ
れ
た

市
域
北
東
部
の
六
麓
荘
と
市
街
地
と
を

結
ぶ
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
七
年
に
は
、
六
麓
荘
を
開
発
し

た
株
式
会
社
六
麓
荘
の
経
営
す
る
バ
ス

路
線
が
で
き
、
国
・
私
鉄
各
部
の
ア
ク

セ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
代
、
岩
園
町
の
南
半
分
、
約
八

万
坪
を
占
め
る
宅
地
造
成
が
始
ま
り
、

宮
川
線
の
利
用
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
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※第２集「歴史さんぽ」・第３集「植物の
かんさつ」・第４集「小さな生きものた
ち」・第５集「文学さんぽ」と第９集「写
真で見る芦屋今むかし２」は各400円。
第６集「芦屋の地名をさぐる」・第７集
「写真で見る芦屋今むかし１」・第８集
「描かれた芦屋の風景」は各500円。
※第１集「伝記・物語」は完売しました。


